
発熱患者トリアージ簡易問診票　問診日　令和　　年　　月　　日 
ふりがな 
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　性別（男、女） 
年齢　　　歳  生年月日T,S,H　(   　年　　　月　　　　日)
 
住所　　　　（県、府、都）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
簡易診断でまず2パターンに分けますのでこのチェックシートでいずれのパ
ターンに該当するか、症状の該当する□にチェックを入れてください。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腋窩体温計による検温　　　　　℃ 
パターン1：ウイルス感染による症状を強く疑う所見 
 
<典型症状> 
□弛張熱　（1日の熱幅の変動が1℃以上あるが平熱37.5℃以下にはならない） 
□関節／筋肉痛 
<随伴症状> 
□全身倦怠感　□鼻汁、咽頭痛。咳（空咳）　□急に39℃近い熱発 
□頭痛　□下痢、嘔吐、腹痛　 

＊これに加えて下記の非典型症状と付帯状況が加わると新型コロナウイルス感
染症に罹患している可能性が非常に高くなります。 
 
<非典型症状> 
□味覚／嗅覚異常　□労作性呼吸困難（動くと息切れがする）　 
□発熱はあるが、他の症状は軽く元気 
<付帯条件> 
□流行地への旅行／出張　□新型コロナウイルス感染者疑い症例との接触 
 
パターン２：細菌感染症を強く疑う愁訴 
<典型症状> 
□間欠熱（1日の間で何度か熱が上がったり、平熱(37℃以下)に下がったりす
る） 
□稽留熱（1日の熱幅の変化が1度以下＝同じくらいの温度の発熱が続く） 
□湿性咳嗽（痰の絡む咳）、または膿性喀痰 
<随伴症状> 
□1,2日で症状増悪　□食欲不振　□下痢、嘔吐、腹痛 
□扁桃腫大／嚥下痛・嚥下困難症状（飲み込みが困難） 
□後鼻漏を伴う鼻閉感、こもり声、嗅覚／味覚低　（典型的な副鼻腔炎） 

パターン1に該当する方は、まず門前のPCRブースでインフルエンザ抗原／新型コロナウ
イルス抗原迅速定性検査のいずれか、または両方を行なった後いずれも陰性であればフェ
イスシールド着用の上、入館して頂く形となります。 
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